


本書は、MA-Qの使い方や活用方法を正しくご理解いただき、データをもとに練習サイクルを効果的に回す

MA-Qの“攻略本”です。データを利用した球質改善を継続的に行うための活用方法をご紹介しています。

この攻略本を参考に、チーム独自の活用方法を見出すほか、練習メニューのブラッシュアップにつながること

を期待しております。MA-Q、そして球質データが投手育成の一助になれば幸いです。





投球コースの確認

<名前> <計測日>　　　 　　年　　　月　　　日

回転軸の確認球速と回転数の確認

MA-Q 計測データ

球数
回転軸

投手から(°)
回転軸
上から(°)

球速       　　(km/h) 回転数       　　(rpm)

振り返り 次の目標と意識する事

回転軸 °°

2500

2000

1000

1500

90 100 110 120 130 140 150

(rpm)
回転数

球速（km/h)

ストレート 自己分析シート

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ストライク率 10

球速
(km/h)

回転数
(rpm)

10

投手から見た角度

上から見た角度

<テーマ>

125.1 2010 40 32

127.1 1934 35 40

126.5 1860 30 30

127.6 1970 32 42

125.5 1870 29 31

128.1 1979 43 27

128.9 1959 31 36

127.6 2000 35 41

125.0 1850 39 32

129.2 2020 30 456

2021 4 1

130 2200  30  45
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投手の名前と計測日、テーマを記入しておきましょう。

10球分の計測結果を総合的に記録し、投手の強みや特徴、改善すべき課題などを明確にします。



計測結果を記入した自己分析シートから選手の課題を分析し、次回までの目標を決めます。
２回目以降の計測は、前回の計測後「何を意識して練習したのか」を振り返りましょう。






